
近世最初期における前田氏の諸大寺対策

米原 筵＊

はじめに

立山を巡る歴史研究は、 昭和30年前後から木倉敗信氏が芦絣寺・岩11弁寺の立山信仰関

係文性を稲いてから、「立山信仰」を主たるテ ー マに進められ、 文献史学から広瀬誠

氏 ・ 心j瀬：屯雄氏 ・ 柏本芳雄氏 ・ 記j瀬保氏らが、また、宗教民俗の立場からも木楊明志氏、

美術史から長島勝正氏 ・ 京田良志氏らが多くの論考を発表してきた。 また、 平成3年の

立山栂物館の1姐餡を機に『］館の学芸員の研究も始められ、 殊に福江充氏の立山位荼羅の

解析、 芦隙寺宿坊の杞那板の分析によって布教朴� 造と柏那楊の経営柚造などが明らかに

されてきた。

これらの研究は視点を 「立山信仰」という現象に集約し、 その構造を次第に明らかに

してきた。 今後はもっと視野を広げ、 社会構造のなかに 「立山信仰」を位罰づけてい＜

ことも必要になってくる。 例えば、 近世においてはどのような社会の枠組みの中で存在

していたのか。 ーつには、 硲湘体制下における加賀湘の政策との関わり、また一つには、

社会経済史及び交通史の視点などから、 宿坊のも舟那楊経営の研究を進めることも必要で

はないだろうか。

本松は、 古来、 立山権現を頂く宗教村落芦前寺と岩餅寺が江戸時代を通じて確執し、

加賀湘にその裁定を委ねてきた歴史的理由を両餅の中世からの歴史的要件に求めるもの

で、 具体的には、 中世と近世の結節として位骰づけられる前田氏（利家 ・ 利長• 利‘常三

代）の発給した 「禁制」「祈梼命令古」「寄進• 安堵状」の分析を迎して、 1前田氏の社寺

対策と芦齢寺の特性を論ずるものである。

前田氏の諸大寺対策

(1)前田氏の能登支配と諸大寺対策

前田利家は、 天正9年8月17日、 能登 一 国を伝長から与えられ北桜支配のスタートを

切った IJ 。 この年の6月17日、 越中には佐々成政が入部している�)。 その後、 利家は天
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正11年4月に加質の石川 ・ 河北両郡を加封され3)、 天正13年l1fl s 月1日には越中の新川

郡を除く砺波．射水・婦負の三郡を与えられた-11。 ここに前田氏の加賀・越中・能登の

三カ国の支配が確立した。 しかし、 前田氏の能登支配は思いどおりにはいかず、 一向一

揆の勁向と秀吉 一 本頻寺ラインと上杉鋲勝との抗争の間で大きく揺れていた。 能登に入

部した利家は、 一 向宗迫楊の動きを懸念しており又実際、 天正10年4月には、 越後の

上杉娯)j券が城端苦徳寺に越中 ・ 能登の一揆を起こして柴田勢に対処することを求めてい

るじ）
： 同年6月、 利家は柴田勝家に「能登不ねなるを以て、 その上洛のwに従い得ざる」

ことを答報している7) 。 こうした状況の中で、 天正12年10月には、 本顧寺坊宕下1/:J頼｝服

は：, 1 1: 状を以て、「前田氏が顕如上人に御入魂の間であるので、 疎略のなきように馳走を

申し付けるが、 何方の一揆催促もうけてはならぬ」と能州狐至郡坊主・ 門徒中宛に命じ

ている匁

翌天正13年になると、 秀吉と佐々成政との不仲が決定的となり、 秀吉の越中進攻が決

まると、 同年8月14日付で、 秀吉は佐々成政に対すべく、 本頻寺坊官下1閲頼廉を仲介と

して、新川郡坊主衆 ・ 惣l"J徒衆に、羽柴秀吉の越中攻めに際し勝輿寺への合力を求めた91。

かくして、 越中国内の一向宗が、 下1サl頓廉を仲介として秀吉 一 本願寺 一 勝腿寺との結び

つきを強めてい＜につれて、-,前田氏の勝腿寺へのJ以辿が歴然としてくる。

勝狭寺は本）頒寺とのJOL緑では巡如系の寺であり、l"J主顕栄の室も顕如の室と姉妹の1刈

係にあり、 前田氏としては、 秀吉 一 本崩l寺 ー 勝腿寺との結ぴ付きに対し越中国内の一 向

宗にI以遇の配磁をせざるをえなかったのである。 文緑2年には本1頒寺の金沢別院に禁制

を与えてその再輿を許している。 これも利家と本刷寺門主との関係と考えられる。

また、 秀吉の介入も強まり、 天正13年、成政攻めの直前の7月、 秀吉は「古国府寺内

（勝躾寺）」宛てに禁制を発給し 10:、 ー方では一揆を教唆している ＂）。 秀吉の越中平定に

対する強い慈志がうかがわれる。 この茶制は、 戦国時代の茶制そのものであり、 同年l!�J

8月に利誌が付与した．禁制とは厳しさにおいて比牧にならないものであった。

（朱印）
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槃 越中国古国府寺内

軍勢甲乙人等乱妨狼藉J�

放火·Ji:

対地下人相懸非分族:·Jj.

右条々堅令倅止，迄、 若辿犯娘有之ぶ述可処厳科者也

天正十三年七月 日
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ー方、 前田氏の能登における社寺対策は、 一向宗に対しては先に述べたように、 その

勁向に神経をつかい、 茶制の下付についても秀吉の意に従うのみでなんらの独自の策は

なかったと考えられる。 しかし、 神社や,,11[洞宗についてはl前田氏の意向で、 天正10年8

月、 能登羽咋郡気多神社に焚制を与え、 140俵の地を寄進したのを始め121 (この禁制は前

田氏が与えた加質・能登・越中を通じての泣初のものである）、 天正10年10月18日、 能

登羽咋郡訛谷妙成寺に禁制を与えている 131。 天正15年2月には利家は金沢賓闘寺に命じ

て能登総持寺を再建させている IU
0

ところで、 天正16年11月に利家は芦隙寺姻微へ100俵の地を寄進している3·1/。 天正16

年という年は佐々成政の肥後伝封後であり、 芦餅寺のある新川郡は秀吉より利家への預

かり地となっているので、 利家が寄進状の発給者とはなりえず、 兵の発給者は秀吉と推

察できる。 文禄4年7月までは新川郡は秀吉の預かり地であったので、 何事につけ、 文

: .i:: の発給者として文面には利家あるいは利勝の名があっても、 実質の発給者は秀吉であ

った。 こうした文：, IJ: 発給手法はいまだに領国支配の確定しない戦国末期の発給形態であ

ったと考えられる。

(2)前田氏の越中諸大寺対策

前田氏が越中を領有したのは、佐々成政が秀吉に降伏した直後の、天正13年9月11日、

利長に対して秀吉より越中三郡を与えられてからである 1,1。 ただし新川郡はその後佐々

成政が肥後に転封となる天正15年6月2日までは成政の支配下にあり、 その後も新川郡

の領有権は秀吉にあり、 文緑4年までは、f(l_谷などの鉱山ともども蔵入地であり、 利家

は預かり地の代官の立場でしかなかった。 この間は秀吉 ー 利家 一 家臣の線で支配がおこ

なわれた。 澁大寺対策も秀吉の戦略上の拮[,�i:でしかなかった。

前田氏の越中渚大寺対策では、(1)各宗派の有力寺院に対する「禁制」（制札） の下

付を始め、(2)天台・兵ご寺院に対する「祈梼命令」の発給や、(3)寺領寄進• 安堵．

諸役免除、(4)その他党宇の建立など、 様々な施策をとった。 これらの対応はいずれも

中世における武将が採った施策である。

a. 禁制の付与

寺社に対する禁制の付与というのは、 発給した武将及び付与された社寺側にとってど

のような意味をもつものであろうか。 戦国時代には、 庶民の地位の向上により、 法令の

対象が拡大され、 広く一般庶民に周知する法令が多く出されるようになるとともに、 戦

乱の中で兵火の災忠をさけるため、 寺社などは、 平隊の迎過・戦此に先立って、 その武

将の保設を求めて黎制を申晶する事 が多かった。 このため、 この時期には全国的に特に
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多くの茶制が出された。 この槃制は、 泣初社寺に対する信仰の観念からこれを保設する

Fl的で与えられたと思われる。 それぞれの条件によって洪なるが、 社寺に与えられたも

のは、 平時では災内における竹木伐採・11?1侶の生活規則など、 戦時では軍勢の乱妨・w

取り• 寄宿• 寄火・竹木伐採・兵粗米等の徴収・lifMJI紅脚の徴発の繁止など、 禁止条項

が比蚊的多く知られている。

当初、 戦火からの保，；疫のために出された禁叫は、 他者（武力）の伝;Ill各• 佐入から守る

という軍.'J濯的色彩を有するものが、 信長・秀吉にあっては軍事的制圧の証の紅：味合いと

なった。 江戸時代初期の「元和似武」が平時には特権の付与をいう形にすり替わり、 以

後領主と寺社には寺領などの安堵と同様な意味合いをもつものとなり、 支配従），和の関係

となったのである。

さて、 ここで越中における「槃制」の発給事例を一笈しておく。

表1 越中における「禁制」の発給事例 (I)

年 月 日 寺院名 発 給 者 ；社 料 出 典

天正12年12月 勝狭寺 I 神保氏りI< I 「富山県史」沼科紺近世上

天正13年2月 専福寺 神保氏庫」く 「·1:叫山県史 」沢叫逸ii!上

天正13年3月 粉狭寺 神保氏軌 「富山県史」祝科紺近世上

天正13年7月 勝!),'_t寺 羽柴秀吉 「富山県史」森料紺近世上

天正13年!!I.JS H 瑞呆寺 羽柴秀吉 「麻山県史」没科甜近世上

天正13年1刈S月 脳j名寺 羽柴秀吉 訟；山県史」：f材料紺近世」こ

天正13年1月S月 勝胚寺 Iiり出禾lj士と 「富山県史」沢科編近世上

天正13年l.'.'.J s 月 I ','/. 福寺 羽柴秀古 「貨山県史」打料紺近世上

天正14年9月21日 埴生社 1]1j l:[I利桜 「麻山県史」沼科紺近世上

上のJ護をみると、 天正13年1刈8月以前と以後に分けることができる。 即ち以前は、 秀

吉の越中攻めが取り沙汰されるなかで、 佐々成政の動向が対秀吉に向かうにつれて、 成

政が越中に入部する前の領主であった神保氏が秀吉の威をt1'iりて再び勢力を回復し、 勝

が↓寺・w福寺に・繁制を付与して見方につけている。 天正13年になると、 秀吉と佐々成政

との不仲が決定的となり、 秀吉の越中進攻が決まると、 天正13年7月、 秀吉は佐々攻め

のf1'嘩jに勝奥寺宛てに禁制を付与し、秀吉一本）禎寺ー/Kq迅寺ラインで成政に｝王力をかけ、

翌月の成政降伏に至らしめている。

成政降伏U'(後のIll S月、 越中平定の証として、 秀吉によって瑞泉寺. I紺名寺・リ』（福寺

に、 また利長よって勝輿寺に新たに茶；IJIJが付与され、 新川郡以外の地域では一 向宗寺院

を始め語大寺は前田氏の傘下に入ったのであるc
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表2越中における「禁制」の発給事例 (l[) 

年 月 日 寺 院 名 発 給 者 脊 料• 出 典

元和3年11月 1日 千 光 寺 横山山城守 加越能文／小．「国初辿文」
奥村河内守
本田安房守

元禾ll 4年12月2113 勝 躾 寺 1前田利光 勝吠寺文~,I;=

党水1年8月 立山芦前中宮寺 l府田利‘常 加越能文J,j,: 「御制札旧品」

認水6年2月1S日 安 屈 寺 横山大J)忍光 同
奥村因I�甜守

筵水6年IIJ 2月 二上山捉老寺 横山大）l苫炎 加越能文）,I,: 「寺社制札留」
奥村河内守
柚山大膳亮

筵水6年I'll2月 法 福 寺 同上 3名 詞 上 「寺社制札留」

姦永14年10月20日 悧日別当上日寺 柚山山城守 加越能文1,1,: 「御閲札旧 ，；じ」
本多安恥守

力又屈54if-3月20日 瑞 沈 寺 前田利常 「1JU� 杓!i'i'i床l·J ti�31IJ437f-f 

筵文6年1月17日 立山岩齢寺別当 水原左．以 雄山神社,j,j立社板蔵文害
符：島織部

(「富山県史J辿史紺近世下737頁）

また、 その後、 越中の寺社に付与された禁制は表2のとおりである。

同表にみられるとおり、 その後、 加賀湘が越中の，渚大寺に出した繁制は、 一向宗の勝

穂寺、·,,11,,洞宗の瑞龍寺、兵こ宗寺院である千光寺・安居寺・ 1洛老寺・宝幅寺• 上日寺、

天台宗の芦l研寺 ・ 岩ii弁寺の各寺である。 勝躾寺についてのlし）:辿は、 先述したとおり一 向

宗に対する1哀柔政菜であった。 また、 瑞龍寺に対しては三代湘主利常の菩提寺であり、

能登の総持寺とともにl前田家の柏那寺であったことから脱辿の対象となったことは当然

のことである。 ー方、 禁僻りが発給された9ヵ寺の内、 祈梼寺院である兵言・天台宗寺院

が7ヵ寺と大きなウエイトを占めているが、 これは何を慈味するものであろうか。 か

つて兵力を有し、 軍努催促を巡って室町硲府や武将と深い1刈係にあった兵ロ・天台寺院

は、 徳川硲府の一 元的な支配体制が確立した「元和11笈武」のころになると、 もはや硲府

や加賀甜に敵対する力を衷失し、 かつて「繁;j;lj」と同じ幼果を有していた「祈秘命令」

も、 軍事·的な要索が脱落して、 基本的には徳川家やl前田家の武迎長久や息災・病平癒の

祈梼を執行うことを任務とする祈梼寺院となってしまったということである。

ー方、 神社へ宛てた！令制の最初のものは、 天正10年8月、｝前田利家が能登羽咋気多神

社に与えた制札である叫次いで天正14年5月2日、 利家が石川郡佐那武社に与えた制

札"'、 そして天正14年9月21日付けの埴生八幡宮宛てに下付した利勝の五条からなる禁

翡りがある ISi 。 この埴生八幡呂宛ての梨制の第二条「社中武家人居住・・·11:」のみに神社と武
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力との結びつきを断つことがぶわれているが、勝胚寺ほど直接的ではなく、他の四条は

寺内の保設を約束しており、神社は、前田氏にとってはそれほど大きく配廊する勢力を

有していなかったと考えられる。

b. 祈祷命令の下付

寺社に対して発給される 「祈梼命令」については、勁乱の時期は武士に対して出さ

れる軍勢it促状と同じ効果をもっていた。 この点では、「焚制」も「祈祐命令」と同様

に、ー種の軍勢1椛促状である。 江戸時代の世佑安定の時期になると、領主は対寺社政策

として、天台・襄口の密教寺院に対しては「祈梼命令」によってその対価である「安坊」

を与え、「寺社側でも祈祷命令を受けることは、領主との1児係、政権にする貢献という

自らの正当性を主張する上で、証拠i序類として重要な慈味をもつものでり、同時にそれ

は寺社側にとって安堵の意味をもつものであった」）,,iと考えられたのである。

祈梼命令とは、文字どおり社寺に対する祈梼を菜務として命じることであり、室町時

代初めの「）序氏御判御教：；'l'」には、建武3年9月12日付けで「祈祷事、被致粘減云々、

尤神妙候、妙可抽天下，'ijt溢丹減之状、如件」という祈祷命令：性が出されている�'())。 こう

した祈祷命令：，'f-は、当初、朝廷や硲府が発給したが、武将の1月でも、これに倣って地域

の社寺にこの祈祷命令なるものが出されている。 頻意・祈祷の事由については、室町・

戦国時代の戦乱期には「l浄溢」「戦勝祈穎」 の文字が多く見られるが、江戸時代の初期、

世梢がようやく落ち滸いた元和のころには「病気平癒」「安産」などの個人の身体の健

全・息災にかかわるものがほとんどとなった。

天台寺院である芦隙寺・岩隙寺についてみると、 芦餅寺に残る「ー山会文：；'f-」の中に、

年次未詳ではあるがと位徳のころと推測される一 通の「祈梼命令杏」がみられるW
O

巻数・ 一箱送給候、 目出度悦入候、於祈祷者、一 向惑入：·J�候、期後侶之時候、

恐々謹口

七月五日 元宗（花押）

中宮寺常住御中へ

なお近世に入ると、11水のころ立山岩介寺・足倉寺に宛てた前田光悩の家臣横山山城

守琴11. 本多安房守政直の名で利常の病気平癒を祈る次のような祈梼命令が発給されて

いる:!!I
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御祈祷科、銀子或枚被追候lllJ、金沢御かね奉行咎堪兵衛・脳面彦進手前より

可有御泊取候、恐々謹口、
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十二月十八日

柚 山城守 長知（花押）

本 安切守 政重（花押）

立山岩倉寺

足倉寺

なお、 岩餅寺に対しては芦齢寺に先んじて、 凝袋17年閏10月8日付けで、 利長の病気

平癒の祈梼依頒が出されている認） 。 芦雌寺に対しては、 筵永の頃にl前田利次より兄光伯j

の疱桁の平癒を祈り祈梼を命じているのが最初である2-11。

高岳院様御病気就被再発、 従筑前守様御祈念之儀、 被仰出候、ク｝謡御神紺ヘ

御代参七人、 撰吉日良辰、 致箱減、 頓辿被成本復、 御延命息災御武迎長久之

可被抽挫祈之旨、 御淀候、 依之八木或拾俵御奉納候也、 切状如件

燦長拾七年

間十月八日

横山々城守

長知（花押）

奥村河内守

榮明（花押）

篠原出羽守

一孝（花押）

立 山

また、 3芯永18年8月9日に両誼に対して江戸の若君の息災を祈るため、 また、 認永21

年正月22日付けでl前田犬千代様のための祈祷を命じている2;1。 この他芦隙寺・岩雌寺に

は巻数，；i'i取状や祈梼に対する褒箕．礼状も多く残されており、 芦餅寺・岩誼寺は1前田氏

の祈梼寺院としてと役割を諜せられたのである。 ちなみに、 芦絣寺・岩ii命f寺に伝存する

古文：内のなかで、 岩Iliff寺では党文年中までの文芥so点のうち66点、 83%が祈祷関係文害

である。 これに比べて芦齢寺は認文年中までの文内75点のうち12点で、 祈梼関係文：芥が

わずか16%に過ぎない06) 。 また祈梼文：；界がみられるのは、 立山寺に対しては｝必長17年閏

10月、 芦誼寺に対してはずっと迎く突水15年頃になってからである。 なお加質湘は、

承応元年（と推定される）、 領内の祈祷寺院として、加質貶谷観音・白山 ・ 那谷 ・ 立

山 ・ 埴生• 石動の六か所を挙げている"''。

中納言様為御祈梼、 従犬千代様長谷観音・白山・那谷・ 立山・ 埴生• 石勁山

於六ヶ所二、 被仰付候、 如当春之被執行、 来正月御札早々上候様二、 各へ可申
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逹之旨、 小松沖田玄帝．横山左衛門・詢田出芸守方より申来候條、 右社二被

申渡尤候、

十二月十五日

r,ra島一郎兵術殿

泌咎蔵人殺

恐々謹g

長九郎左衛門

小幡 宮内

本多安房守

石動山は、 戦国末期の天正10年、 能登の領主前田利家に抗戦して大敗し、 度1:1.i2年よ

うやく復輿、 以後前田氏のために師年武遥長久を祈梼し、 迭数を送って歓心を買うこと

につ とめた。 h湘もまた石動山に保設を加え、 神 領150 石を寄進し、 党塔伽藍の建立を援

助した叫

c. 寄進• 安堵•免除など特権の付与

加質湘が領内の諸大寺に行った寄進• 安堵などについてみると、 まず、 天正10年8月

201]、］．前田利家は、 能登羽咋郡行原天神 に田地を寄進、 同月 、 瀧谷妙成寺・気多社に相

次いで田地を寄進しているC'9。 次いで、 天正14年正月22日 JO) 、 石川郡佐那武社に、 同正

月22日、 河北郡黒沖舟社叫珠洲郡金分;:':j座両社3
:,1 に田地を奇進している。 いずれも神

社の多いことが目につく。 中でも気多社に対するものが極めて 多い。 越中の語大寺への

対応について は次 の表のとおりである。

表3天正14年から笈永16年までの寄進• 安堵など

神 社 ．＇，附洞家 一向宗 天台宗 兵j冴·, 臨済宗 合Jt

砺波郡 1 I 6 1 3 11 

射水郡 ヽ.:, 2 4 4 2 15 

新川郡 5 l 16 2 24 

婦n郡 3 l 4 

合 註 4 16 i 16 ， 2 54 

(「貨山県史」通史紺近世下739真の表から作成）

上品の表から気がつくのは、 先掲の焚制付与の傾向と同じく （表2)、·,,11.,-洞宗の16件、

次いで密教の兵ロ.・ 天台寺院に合わせて25件の事例があり、 立山寺（岩隙寺） ・中宮寺

（芦餅寺）の2カ寺で16件である。 日述宗・浄土宗は対象となっていない。 また、 神社
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に対する寄進や安堵は1件もなく、 砺波郡の 1 件、 射水郡の3件はいづれも伊勢領小坂

の御師の堤源介の事例である。 加賀蔀主の杞那寺である曹洞宗寺院に対しては各郡にわ

たって寄進• 安堵がなされていることは当然のことであるが、 具口宗寺院の事例は、 舟

見村の宝福寺、 安居村の安居寺、 二上山の投老寺、 氷見の上日寺の4ヵ寺、天台宗の·J
i

:

例は芦Jlif1'寺中宮寺と岩雌寺立山寺の2カ寺である。 なおこれらの寺院すべては、 先述し

た禁制が発給された寺院であり、 前田氏がいかに兵言・天台両寺院の対応にII紺心したか

がうかがえる。特に注目すべきは、 芦JI府寺（中宮寺）と岩餅寺（立山寺）を対象とする

事例が16件と＼＇『洞宗の件数と同じであり、 しかも、 両JI府に対しての発給の年次や内容に

おいて、天正16年11月晦日付、1羹長7年12月9日、 ほぼ同じ形で同時に下付されている331

ことも、・1前田氏のその後の立山支配の形を暗示するものである。

また特権の内容は、 全休54件のうち、 21件が寄進、 17件が，渚役免除、 12件が安堵など

となっている。 時期的には、天正期における15件のうち11件が寄進であり、 ー方、 ｝硲長

期には安堵が多くなっている。 立山寺・中宮寺に対しては、 寄進一 ，渚役免除ー安堵の順

で特権が付与されている。

一向宗については、 7件と少ないようにみえるが、｝並�長2年10月18日付で、 勝郎寺を

始め越中全郡の本顧寺門下に対して「惣近楊屋敷地子免除」されている3;;:。 ちなみに能

登では既に文禄3年に兵宗寺院・庵の全部に澁役免除の特権が与えられている泌）。また、

慶長9年に1前田利好が能登羽咋郡の1府に雑税を免除している。この｝袋長9年の措i代は、

三カ国迫場坊主衆に同じようにとられた37) とあるから、 越中の諸寺庵・辺楊にも適応さ

れたのであろう。 このような特権の付与の例は他の宗派では見ることのできない汎常の

措骰である。明らかに、 兵宗門徒の勢力に対して警戒の念を解いておらず、 様々な似柔

策を巡らして対応していたことがうかがえる。

ところで、 徳川硲府にあっては突永5年までに諸宗派諸大社ごとの法度を制定し、 全

国の仏教澁宗に対して、 統ー的な法度を制定したのは筵文5年7月である3$1。このよう

に、すべての宗派が同じ法度によって規制されたということは、どの宗派も個性を失い、

硲湘体制の支配下に組み入れられたことを意味する。 こうした硲府の法度は全国，渚滸に

対しても強制力を有した。加質湘の場合は硲府の法度を借用し、 とりたてて独自の法度

を作った様子もみられず、 地域的な特性を価えているとは言い難い。ただ、｝必安元年12

月に、・1前田利常の慈向を受け、 神社と社人に申し渡した掟？炉、 炭安5年9月25日、 利

常が自ら寺社奉行に示した領内諸社寺への申渡条々筵・↓ 'r--10) は、 一応加賀蔀の統ー的な寺

社方法度といえる。しかし、 実態的には加質湘の楊合は ，渚宗寺院個々の実状に沿って対

応することとしている。
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具体的には、 前田氏が対応に腐心している寺院といえば、 一 向宗に対応する勝穂寺、

:n部奥山と信越ル ー トに対応する立山芦餅中宮寺であろう。
一向宗については、「微妙院公御夜話」の中に、 前田利家の言葉として、 次のような

活が記されている。 検地奉行伊藤内膨が村々にある一 向宗寺庵の所有する拝領地を全部

取上げ、 地子地にすれば、 莫大な収入が得られましょうと申し上げた。すると、 利常は、

国の統制は本顧寺JJtJ主によって保たれているのだから、 一向宗とは重宝なものだという

ことがわからぬかと述べたということである\II。利家は兵宗の門徒組織を巧みに利用し

て統治するのが得策と考えたのである。

硲府は認水9年に澁宗品大寺に下命して本末板を作成提出させた。 加賀甜はこうした

本末組織を利用して兵宗寺院の統制に栢極的に利用するとともに、 他宗の統贔ljにも利用

したと考えられる。

なお、 立山芦絣中宮寺については、 次の秘で述べることとしたい。

2. 加賓藩における芦耕寺・岩耕寺対策

(1) 芦耕寺・岩耕寺の立地特性

芦前寺・岩隙寺は常顧寺川に沿って立地する、 平安時代後期ころからの定沿修験の染

落であり、 いづれも佐伯姓を名釆る一族を中心とした立山信仰の拠点染落であった。 近

世にはいると、 外形的には両餅と呼称され、 両蛉共に立山権現を祭主とする神仏混沿の

伍仰形態をもち、 芦餅寺は中‘呂寺、 岩前寺は立山寺を狛落の中心施設として、 加質湘に

対しては祈梼寺院として椴能し、 また衆徒の宗教生活の施設である宿坊を中心に領内外

に柏那場を形成して布教活動を行う宗教村落でもあった鬼

しかし、 地理 ・ 地形的要件の迩いにより両前の政治的様態はその様子を大きく）見にした。

芦餅寺は、 立山山茄 、'iii願寺川右岸の再奥の梨落であり、 かつて（空町時代）は対岸

の本宮と一1本的に立山登拝の拠点狛落であった。 中世の磋峨（芦前寺）は、 江戸時代の

ように一村の村建てではなく、 対岸の本宮と一体化し、 川下の千垣村をも彩押化にit,'.<

比恢的広範な努力範囲を有していた。 水禄7年9月16日付文・；杯には、 琺餅は本宮村 ・ 条

村と共に三ヵ村の逃散の盟約を結んでいることもあり 131、 また、 水禄11年3月28日付の

寺鉛職定の芦鮒•本宮百姓宛の条数笞きの中に「ー、；；俎l雌• 本宮如前々之ー カ村たるヘ

ぎj�」との文口があること4ヽ＂、 永緑12年9月18日、 翌永禄13年12月5日の寺的職定の文

：沖の宛先.,;;,、 天正11年（と推定される）の立山寺山目代良舜の文祁の宛先が「j滋餅• 本

宮百姓」となっていることから16) 、 巌絣は対洋の本宮との一体となった村であったこと
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がうかがえる。 しかし、 佐々成政の越中入国後の天正12年垢月、「姥党之威光承届候。

就其'J頷弁• 本宮不相替令寄進候」との文口のある佐々成政の安堵状の宛先は「立山仲宮

寺衆徒 ． 社人中」となっていてぶ）、 この時点で本宮が姥堂の寺領扱いとなっており、 こ

れまでの巌離と本宮の一体化が解体し、 磁前は一 村建てとなったことをうかがわせる。

ー方、 岩餅寺は、 地理 ・ 地形的には芦Iliff寺の下流、 常頻寺川の渓口 ti�落であり、 立山

に仰の宗教村落であるとともに、 経済生活の上で後背山間地と里部を繋ぐいわば「市」

の横能を有した結節狛落でもあった。 また、 岩絣寺は中世以来、 立山権現を祀る立山寺

を中心とした宗教村落で、 中世の建築になる国指定の爪：要文化財「雄山神社本殿」にか

つての繁栄ぶりはうかがえるが、 芦雌寺のような交迎の要衝や定済修験の村落ではなか

った。 どちらかと言えば岩餅寺は、 芦絣寺のような立山と密接に結びついた宗教村落で

はなく、 立山寺の領地の一つであり、 荘園経営の中に位Viづけられた村落であったもの

と考えられる。 至徳元年11月3日の「勅役• 国役免除」の対象として「立山寺領内寺

田 ・ 岩l塀」と表記され ISi、 また、 至徳4年 8 月6日付けの「足利将軍御教：内」に「進士

次郎政行申越中国岩蔵地頭職事」,�, とあり、 立山寺領の岩蔵は進士次郎政行が地頭を勤

める京都南押寺の荘園であったことがうかがえる。 また、 明応元年10月の「立山寺御

神領針原公文給飯」:,0) にみられるように、 立山寺の神領として針原の地168俵3斗が公

文氏によって舒理されており、 岩絣の地は荘園と捉えることができよう。

(2) 立山参詣路と芦絣寺

南北朝期から室町 ・ 戦国期にかけて、 毅Ii府在地のに仰の中心は近世にみられるよう

な阿弥陀信仰だけではなく、むしろ緬原信仰が中心であった。 それ故、各武将は、 姻J原

に武迎長久を祈り、 その底渡と琺齢の安堵を約したのだが、 その実は信州への往逗近を

押さえることではなかったか。

先ず、 立山には山岳修験の霊山として迫者などの参，，旨者があった。 文明18年6月、 道

輿准后の北国巡歴を始め511、 急述に勢力を増大させてきた当山派• 本山派の修験寺院の

立山修行が盛んとなり、 認正6年0465) 5月26日、 翌設院杉坊（号秘芯院）の北國修

行の際に三条西実隆は、 越中i','.i-川の鎚川氏521 や立山椋教院（岩雌寺か）に宛てて迎行上

の便宜を依頓している叫また、 文明16年、 室町硲府が「立山参詣路次関所Jに対して

勧進型の通行に便宜を与えるよう触れを出している叫この「立山参孟路次」とは具体

的にはどの路を言うのか、 また「関所」はどこに設;;梵されていたのか大変躾味深い。 江

戸時代の中期には、 芦絣寺は立山登拝者の身元を吟味する役割を課せられており、 中世

の「l刃所」を初彿とさせる。 また、 時代は遡るが、 文明3年11月16日、 土肥将兵が父

i
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低 ・ 祖先の菩提のために、「足倉衆徒 ・ 名主御中」宛てに、 功徳湯を沸かし、 往米者に

振る舞うこと依頻している岱）。

(3)信越ル ー トにおける越中側の拠点

琺前は信越（ザラ峠・針ノ木越え）ル ー トにおける越中側の拠点でもあった。 それ故、

南北湖以来、当該ル ー トは桃井n'i:営を始め越中武将にとっては信越間の交通の！災路であり、

滋餅は平時にあっては裔業上の、 戦時にあっては軍·]�上の要衝として認澁され、 彼らは宗

教の観念を媒介とした「祖禄党」の灯明科や田地寄進などの安堵や軍勢他促状の下付など

によりi；紺府を支配下に骰＜ことに多く慈を用いた。 こうした武将の庇設を乱iけ、 姻作を中

心とした狛落として；；荏前は一時期隆盛をみたのである。 おそらくは、 従来こわれてきた立

山信仰の発展の延i蜂線上でのみ；；虹弁の槃栄がもたらされたのではないと考えられる。

水禄2年、 武田信玄は、「分匡1森光之，渚役免許之·11:」の状に「越中へ使者ヲ越候案内

者可馳走之旨候間、 一月二馬を疋之分尚買之諸役、 令免，；午者也」と令し、 越中への．軍令

の使者を尚人をして案内させているお） 。 武田信玄はなぜに裔人をして軍令を案内せしめ

たか。 これについては、 年次不詳ながら（水緑の頃と推測される）寺1船職定が「深隙l"J

前百姓中」に宛てて、；；氾府の百姓が信涙へ辿行することを倅止し、 以降、 迎行を強行す

る裔人を処澗する旨の文：；りを発給している57> ことをも考え合わせると、 いわゆる立山越

えのル ー ト「ざらざら越え」は信越1廿］の商業ル ー トとして‘常態化した迫であり、 また伯

越間の最短ル ー トとして軍令の指抑にも利用されていたことは想像に難くない。

急度申越候、 釣信州吋罷透之儀、 先以可相留候、 此上も於罷越名ー、 語甜人可令

成敗候、 此段横江太良JS兵節に可申llrl候、 猶口上二申出候、，謹口

（年次未洋）

二月廿六H

駿定（花押）

深耕「P']"前」百姓中

上品の森料から、 毅前から立山参澁路を経て佐々成政が越えた「ザラザラ峠」を越え

信州野口へ至る追筋は、 宗教者を始め裔人や百姓・ 一般人が頻槃に迎行する往逗迫であ

り、 中世においては特別の近ではなかったと判断される。 それ故に南北朝の桃井氏、 戦

国期の神保氏・寺約氏等の武将が、 蝉党への寄進行為や寺領安堵などの怯柔策により、

信越の往逗道を押さえることは軍事•上必須のことであった。

江戸時代、 領国支配体制となると、 往遥路は硲府や甜；が定めた公迫に限られ、 公迫に

は関所が設ii'ぼされ、 以外の追は11\J道といって抜け辿りは御法）文であった。 にもかかわら
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ず、 に越ル ー トは信州からの立山登拝者を集め、 認水の頃、 いわゆる「不審なるもの」

が立山を徘徊し、 さらに、 浪人 ・ 山賊等の賊、 そして「他国路遥之徒」が頻繁に往米し

ていたことがわかるぶ）。 それ故に、 加賀湘は信越ルートの巫要地である芦11弁寺に対して、

巣に宗教上の統制にとどまらず、軍·J�. 政治・交迎上の問辿として、岩餅寺との1関係を

梃子としながら絶えずl哀巫にかつ意澁的に対応することとなった。

(4)戦国武将の対応

芦1iif1'寺は中世にあっては、(1)立山登拝の拠点としての宗教村落であること、(2)に

越ル ー トの越中側の拠点梨落であることから、 越中の特に新川郡の武将にとっては、 軍

事: . 政治 ・ 交通上の巫要地であった。 それ故、 武将たちは、「繁制の付与」・「祈祷命令

性の発布」・「寄進• 安堵などの特権の付与」などによって磁倉の地を常握することに

翠を用いたのである。 正平8年、 桃井龍信の「岱1:,1灯'i廂溢之1/JJ、 寺家年貢免除」を，］悩った

「合力1花促状」59) を泣初に、 享徳2年8月の椎名順成の「深11弁党の年買十買文の免除」

を始め叫延徳3年6月、 寺嶋誠恩が田地六反を寄進する""など、 始訊クに対する武将の

篤信が顕彩である。 また、 室町の末、 戦国時代の群雄争湖の中、 寺郎職定や佐々成政の

勧誘も一辿の流れであった。 天正11年・同12年は、 成政にとって越中での治世がl-1:>lも安

定していた時期であり、 芦齢寺との関係も良好であったと考えられる。 天正11年甜月、

佐々成政は灯明銭六十六俵分を寄進しているbぶ。 それ故に、 天正12年11月24日、 芦絣寺

の加勢を約て徳川家康との会見のため厳冬のザラザラ越えを決行しえたのであろう心9。

しかし、 成政に加勢したために、 天正13年IJH s 月の秀吉越中攻めに当たって、 始堂は火

を放たれたのである（「先努束ハうはとう ・ つるぎの山の麓迄令放火候」） ""。

(5)前田氏の立山寺・中宮寺対策

前田氏も立山に対する1悶心は高く、 天正16年11月、 新川郡は秀吉からの預かり地では

あったが、 利家は鵜堂に百俵の地を寄進(;51 、 天正18年には紺田安勝が姻堂寄進地の芯役

免除を申し渡している""'。 かくして前田氏は、 領国支配を進める上で信州ルートは国換

料理上からも枢要地であると認識し、 立山寺・中宮寺への寄進と安堵など特権の付与に

より両絣の衆徒の保設怯柔に努力した。 ー方、 両前の立山寺、 中宮寺を加賀湘の祈顧所

とし、 湘と両前との良好な関係の維持に滋を用いた。 以後の加賀蔀の両絣への対応はこ

うした秤娯の砧に展IJfJされるのである。

文禄3年、・1前田利家は新川郡を領知し、イロ州との国披を有する立山、 慶長3年、 利家

が白山と共に「奥山」と認品した立山に対する慈識を新たにした。 利家は佐々成政のザ
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ラザラ越えの·J;:実などを同時代人として耳にしていただけに、 険阻な山岳地帝にもい＜

つもの細迫があり、しかもそれらの迫は信州へ往米し得る11\J迫となるため、領国の国様、

即ち束方防衛の重要な地坂として、 この立山、 即ち黒部奥山は等謀］すべからずとの認譲

が強まつていった。 裳永17年12月、前田利家は新川郡浦山村の松儀他右衛ド＇］をして山内

の取締りの任を与えたぷ｝ 。 突水の頃、 いわゆる「不審なるもの」が立山を徘徊し、 さら

に、 浪人・ 山賊等の．子代、 そして「他国路通之徒」が頻絡に往米していたからである。 な

お、 元禄12年の品録に、「ザラ越えは難所で牛が通れない」と報告しており681 、 牛の通

行を試みるほどに物批の',/,}要があったことをうかがわせるものである。

同郡芦餅寺村ヨリはりの木峠へ掛リ、 信州之内野口村と申在所吋罷出申候、

さらと申難所二，11i牛迎リ不申候

元禄十二年三月廿三日 山廻内山村三郎左右門

この後、 1必安元年6月、ザラザラ越や ；1―・じ部奥山の入り口に位罰する説餅村の三左衛l"J

父子を召し出して奥山の様子をllrlき希しし、 更に湘吏を随行させて、＇］謡I)奥山を探検講査さ

せている心' o

この信越ル ー トのI副題は、 領匡l支配下にあって加賀滸にとっては由々しき湘始ではなか

ったか。 黒部奥山廻り役の設ii','.も、 こうした視点のなかで検討すべきではないだろうか。
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